
第５６１号 ２０１７年（平成２９年）６月１５日ニ　ュ　ー　ス　専　修 （2）

学部 学科〔専攻〕 １年次 ２年次 ３年次 ４年次以上 合計

一
　
　
部

経済

経 済 544（   107） 592（   124） 559（   116） 681（    96） 2,376（   443）

国 際 経 済 244（    95） 232（    82） 239（    99） 271（    90） 986（   366）

小 計 788（   202） 824（   206） 798（   215） 952（   186） 3,362（   809）

法

法 律 610（   191） 721（   233） 656（   223） 752（   211） 2,739（   858）

政 治 162（    46） 222（    53） 160（    32） 186（    46） 730（   177）

小 計 772（   237） 943（   286） 816（   255） 938（   257） 3,469（ 1,035）

経営 経 営 619（   204） 708（   204） 578（   199） 623（   206） 2,528（   813）

商

マーケティング 533（   213） 527（   228） 534（   223） 603（   251） 2,197（   915）

会 計 250（    88） 238（    92） 239（    96） 264（    88） 991（   364）

小 計 783（   301） 765（   320） 773（   319） 867（   339） 3,188（ 1,279）

文

日 本 語 76（    40） 89（    42） 85（    45） 91（    56） 341（   183）

日本文学文化 122（    82） 148（    94） 114（    71） 154（    97） 538（   344）

英 語 英 米 文 165（   106） 178（    98） 156（    97） 167（    99） 666（   400）

人文〔歴 史 学〕 1（     0） 1（     0）

哲 93（    34） 74（    35） 78（    31） 96（    37） 341（   137）

歴 史 196（    66） 163（    70） 140（    56） 167（    72） 666（   264）

環 境 地 理 73（    20） 48（    12） 56（    17） 60（    20） 237（    69）

人文・ジャーナリズム 98（    62） 95（    58） 109（    71） 137（    77） 439（   268）

小 計 823（   410） 795（   409） 738（   388） 873（   458） 3,229（ 1,665）

ネットワーク
情 報 ネットワーク情報 259（    72） 233（    67） 254（    75） 278（    84） 1,024（   298）

人間科

心 理 69（    44） 93（    59） 78（    55） 79（    48） 319（   206）

社 会 157（    90） 139（    79） 137（    73） 148（    83） 581（   325）

小 計 226（   134） 232（   138） 215（   128） 227（   131） 900（   531）

合　　計 4,270（ 1,560）4,500（ 1,630）4,172（ 1,579）4,758（ 1,661）17,700（ 6,430）

二
　
　
部

経済 経 済 89（    10） 88（     8） 85（    11） 146（    14） 408（    43）

法 法 律 102（    29） 90（    16） 125（    19） 164（    33） 481（    97）

商 マーケティング 95（    31） 92（    18） 94（    25） 120（    35） 401（   109）

合　　計 286（    70） 270（    42） 304（    55） 430（    82） 1,290（   249）

総　　計 4,556（ 1,630）4,770（ 1,672）4,476（ 1,634）5,188（ 1,743）18,990（ 6,679）

◆2017年度学生数（大学院・専門職大学院）◆ ５月１日現在／（　）内は女子内数

◆2017年度学生数（学部）◆ ５月１日現在／（　）内は女子内数

研究科・専攻 １年次 ２年次 ３年次
以 上 合 計

博
　
士
　
後
　
期
　
課
　
程

経済学 経済学 4（ 1） 4（ 1）

法

学

民 事 法 学 2（ 0） 2（ 0）

公 法 学 1（ 0） 2（ 1） 3（ 1）

小 計 1（ 0） 4（ 1） 5（ 1）

文

学

日本語日本文学 4（ 3） 8（ 5） 12（ 8）

英語英米文学 1（ 0） 1（ 0）

哲 学 1（ 1） 1（ 1）

歴 史 学 1（ 1） 6（ 1） 7（ 2）

地 理 学 1（ 1） 1（ 1）

社 会 学 2（ 1） 1（ 0） 3（ 1）

心 理 学 3（ 0） 2（ 0） 5（ 0）

小 計 5（ 4） 6（ 2） 19（ 7） 30（13）

経営学 経営学 1（ 0） 3（ 0） 4（ 1） 8（ 1）

商

学

商 学 1（ 0） 2（ 1） 3（ 1）

会 計 学 1（ 0） 2（ 1） 3（ 1）

小 計 2（ 0） 2（ 1） 2（ 1） 6（ 2）

合　　計 8（ 4） 12（ 3） 33（11） 53（18）

課 程 研究科 専 攻 １年次 ２年次 ３年次
以 上 合 計

専門職学位 法務 法務 15（ 3） 25（ 5） 21（12） 61（20）

研究科・専攻 １年次 ２年次
以 上 合 計

修
　
　
士
　
　
課
　
　
程

経済学 経済学 11（ 2） 11（ 3） 22（ 5）

法 学 法 学 10（ 3） 6（ 4） 16（ 7）

文

学

日本語日本文学 12（10） 7（ 4） 19（14）

英語英米文学 2（ 1） 3（ 0） 5（ 1）

哲 学 1（ 0） 7（ 1） 8（ 1）

歴 史 学 4（ 1） 12（ 5） 16（ 6）

地 理 学

社 会 学 3（ 2） 2（ 0） 5（ 2）

心 理 学 13（ 9） 14（11） 27（20）

小 計 35（23） 45（21） 80（44）

経営学 経営学 7（ 5） 13（ 5） 20（10）

商

学

商 学 7（ 3） 5（ 4） 12（ 7）

会 計 学 11（ 3） 15（ 6） 26（ 9）

小 計 18（ 6） 20（10） 38（16）

合　　計 81（39） 95（43）176（82）

第
51
回
黒
門
祭

　
文
化
系
サ
ー
ク
ル
が
活
動

の
成
果
を
披
露
す
る
。

▽
日
時

６
月
30
日
（
金
）

〜
７
月
２
日
（
日
）
▽
場
所

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
フ
ェ
ア

▽
日
時

６
月
30
日
（
金
）

正
午
〜
13
時
30
分
▽
場
所

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
館
１

階
広
場
▽
内
容

煙
体
験
、

消
火
体
験
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り
扱

い
体
験
、
地
震
体
験
車
乗

車
、
炊
き
出
し
訓
練
な
ど

※
出
入
り
自
由
、
先
着
２
０

０
人
に
防
災
食
を
配
布

旴
神
田
学
生
生
活
課
☎
03
・

３
２
６
５
・
６
８
２
４

学
生
部
主
催
Ｃ
ｌ
ｅ
ａ
ｎ
　

Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
２
０
１
７
　
ｉ
ｎ

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ

　
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
最
寄
り

３
駅
の
通
学
路
と
大
学
周
辺

の
清
掃
活
動
を
行
う
。
参
加

者
に
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
軽
食
を

提
供
。

▽
日
時

７
月
８
日
（
土
）

10
〜
12
時
▽
集
合

９
時
30

分
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１
０

１
教
室
※
小
雨
決
行

▽
申
し
込
み

６
月

30

日
（

金

）

ま

で

に

①

神

田

学

生

生

活

課

窓

口

②

E-mail:kgakusei@acc.

senshu-u.ac.jp

旴
神
田
学
生
生
活
課

公
開
講
座
情
報

経
済
学
部
国
際
経
済
学
科

公
開
講
演
会

　
経
済
成
長
著
し
い
東
南
ア

ジ
ア
で
活
躍
す
る
日
本
人
講

師
を
迎
え
、
２
件
の
公
開
講

演
会
を
開
催
す
る
。
６
月
20

日
（
火
）
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
起
業
し
た
卒
業
生
の
鈴
木

俊
良
さ
ん
（
平
26
経
済
）
が

講
演
。
７
月
４
日（
火
）は
、

ラ
オ
ス
を
最
も
よ
く
知
る
日

本
人
と
言
わ
れ
る
鈴
木
基
義

さ
ん
（
ラ
オ
ス
計
画
投
資
大

臣
特
別
顧
問
）が
講
演
す
る
。

　
時
間
と
会
場
は
い
ず
れ
も

▽
16
時
35
分
〜
18
時
５
分
▽

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
２
号
館
ラ

ー
ニ
ン
グ
シ
ア
タ
ー
２
０

１
。
申
し
込
み
不
要
、
入
場

無
料
。
旴
教
務
課
（
経
済
学

部
）
☎
０
４
４
・
９
１
１
・

１
２
５
７

大
学
院
公
開
講
座
「
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
状
と

可
能
性
」

▽
期
日
・
テ
ー
マ
・
講
師

①
７
月
７
日（
金
）「
成
熟
社

会
に
求
め
ら
れ
る
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
小
宮
山
宏
三
菱
総
合
研

究
所
理
事
長
・
プ
ラ
チ
ナ
構

想
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長
、
嵯

峨
生
馬
経
済
学
研
究
科
客
員

教
授
②
７
月
27
日（
木
）「
商

品
を
と
お
し
た
社
会
的
課
題

へ
の
取
り
組
み
」
中
間
大
維

ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ
普

及
推
進
協
会
専
務
理
事
、
神

原
理
商
学
部
教
授

＊
全
６
回
。
第
３
回
以
降
は

９
月
以
降
に
開
催
予
定

▽
時
間

18
時
30
分
〜
20
時

30
分
▽
場
所

神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
７
３
１
教
室

※
聴
講
無
料

※
フ
ァ
ク
ス
（
03
・
３
２
６

５
・
６
３
７
５
）
か
メ
ー
ル

で
事
前
申
し
込
み
必
要

旴
大
学
院
事
務
課
☎
03
・

３
２
６
５
・
６
５
６
８
　

E-mail:gkouza33 @acc.

senshu-u.ac.jp

社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ

ー
／
古
代
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
研

究
セ
ン
タ
ー
主
催
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
古
墳
時
代
の
渡
来
人

｜
西
と
東
｜
」

　
古
墳
時
代
の
渡
来
人
集
団

や
渡
来
系
文
化
に
つ
い
て
考

古
学
的
に
検
討
す
る
。

▽
日
時

７
月
15
日（
土
）13

時
〜
17
時
30
分
▽
場
所

神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
３
０
２
教
室

▽
講
師

武
末
純
一
福
岡
大

教
授
、
亀
田
修
一
岡
山
理
科

大
教
授
、
土
生
田
純
之
専
修

大
教
授
▽
定
員

３
０
０
人

※
聴
講
無
料

※
往
復
は
が
き
か
、
社
会
知

性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
専
用
フ
ォ
ー

ム
で
申
し
込
み
。
７
月
11
日

（
火
）
締
め
切
り
（
必
着
）

旴
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
事
務
課
☎
０
４
４
・
９

１
１
・
１
３
４
７

　
２
０
１
７
年
度
育
友
会
定

期
総
会
が
６
月
３
日
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

た
。
新
会
長
に
東
平
豊
三
副

会
長
を
選
出
、
新
役
員
計
17

人
が
決
ま
っ
た
。

　
育
友
会
員
と
専
修
大
学
役

員
・
教
職
員
な
ど
１
６
０
人

が
出
席
。
出
雲
高
志
会
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
議
案
を
審

議
。
16
年
度
事
業
・
収
支
決

算
報
告
、
17
年
度
事
業
計
画

・
予
算
を
承
認
し
た
。

　
本
年
度
事
業
計
画
の
う

ち
、
学
生
に
対
す
る
援
助
で

は
、
難
関
国
家
試
験
合
格
者

を
対
象
に
「
キ
ャ
リ
ア
形
成

奨
励
金
」
を
新
設
す
る
。
ま

た
、
支
部
懇
談
会
で
上
映
し

て
い
る
大
学
や
育
友
会
を
紹

介
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
18
年
度
新

会
員
に
送
付
す
る
。
さ
ら
に

来
年
の
育
友
会
創
立
60
周
年

に
向
け
『
60
年
史
』『
60
周

年
記
念
誌
』
の
刊
行
準
備
を

行
う
。

　
佐
々
木
重
人
学
長
、
日
髙

義
博
理
事
長
、
小
宮
多
喜
次

校
友
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
東
平
新
会
長
が
就
任
の

抱
負
を
述
べ
た
。
東
平
新
会

長
は
「
女
性
の
会
長
は
初
と

い
う
こ
と
で
重
責
に
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
だ
が
、
会
員

相
互
の
親
睦
を
深
め
て
い
き

た
い
。
皆
様
の
ご
支
援
の

下
、
１
年
間
精
い
っ
ぱ
い
務

め
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
退
任
役
員
を
代
表
し
て
出

雲
前
会
長
が
謝
意
を
表
し
、

「『
育
友
会
』
と
い
う
言
葉

に
は
、
子
ど
も
を
支
援
す
る

た
め
親
同
士
が
仲
良
く
協
力

す
る
組
織
と
い
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
１
年

間
は
こ
の
言
葉
の
意
味
を
ま

さ
に
体
感
で
き
た
」
と
述
べ

た
。

本
年
度
新
役
員
紹
介
な
ど
が

あ
っ
た
育
友
会
定
期
総
会

人
間
科
学
２
教
授 

地
域
社
会
学
会
賞

　『
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
｜
場
所
形

成
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

都
市
社
会
学
｜
』（
ハ
ー
ベ

ス
ト
社
）
を
共
著
し
た
人
間

科
学
部
の
広
田
康
生
、
藤
原

法
子
両
教
授
が
、
第
10
回
地

域
社
会
学
会
賞
（
共
同
研
究

部
門
）
を
受
賞
し
た
。

　
同
書
は
、
日
本
人
の
国
際

移
動
の
原
点
で
も
あ
る
山
口

県
沖お

き

か

む

ろ

家
室
島
を
は
じ
め
ハ
ワ

イ
の
カ
カ
ア
コ
、
群
馬
県
大

泉
町
の
ブ
ラ
ジ
ル
タ
ウ
ン
、

新
宿
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
な
ど

で
調
査
を
重
ね
、
人
の
移
動

に
よ
る
「
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の

形
成
を
探
究
、
差
異
や
異
質

性
の
中
で
人
々
は
ど
の
よ
う

に
自
ら
の
場
所
を
作
る
の
か

を
考
察
し
た
。

　
受
賞
は
、「
ユ
ニ
ー
ク
な

調
査
対
象
か
ら
場
所
形
成
と

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
い

う
地
域
社
会
学
に
と
っ
て
重

要
な
発
見
を
も
た
ら
し
て
い

る
」
と
評
価
さ
れ
た
。

　
授
与
式
は
５
月
13
日
、
秋

田
県
立
大
学
で
行
わ
れ
た
。

広
田
、
藤
原
両
教
授
は
「
今

後
も
記
憶
と
場
所
を
テ
ー
マ

と
す
る
研
究
に
ま
い
進
し
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

藤原法子教授 広田康生教授

学
生
へ
の
援
助
手
厚
く

　
来
年
60
周
年
を
迎
え
る
育

友
会
の
歴
史
で
初
の
女
性
の

会
長
。「
専
修
大
学
育
友
会

の
歴
史
と
伝
統
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
新
し
い
風
を
吹
き

込
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と

微ほ
ほ

笑
む
。

　
１
級
建
築
士
と
し
て
活
躍

後
、
45
歳
で
建
築
・
不
動
産

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
会
社

を
起
こ
し
た
。
こ
れ
ま
で
は

多
忙
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ど
に

は
参
加
で
き
な
か
っ
た
が
、

時
間
的
に
余
裕
が
で
き
て
き

た
こ
と
も
あ
り
、
長
女
が
商

学
部
に
入
学
す
る
と
同
時
に

育
友
会
役
員
を
引
き
受
け

た
。

　「
ま
ず
育
友
会
の
予
算
の

大
き
さ
に
驚
き
、
責
任
あ

る
役
目
な
の
だ
と
痛
感
し

た
」。
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で

は
即
断
即
決
が
信
条
だ
が
、

「
育
友
会
で
は
こ
れ
ま
で
の

流
れ
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

よ
り
活
発
な
活
動
が
で
き
る

よ
う
、
じ
っ
く
り
話
し
合
っ

て
い
き
た
い
。
１
年
間
勉
強

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
表

情
を
引
き
締
め
る
。

　
現
在
、
３
つ
の
会
社
を
経

営
、
専
大
生
を
ア
ル
バ
イ
ト

で
雇
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

「
専
大
生
は
素
直
で
真
面

目
、
教
え
が
い
が
あ
る
。
一

方
で
お
と
な
し
す
ぎ
る
と
こ

ろ
も
あ
る
の
で
、
ア
ピ
ー
ル

が
う
ま
く
な
い
。
苦
手
な
と

こ
ろ
を
父
母
が
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
、
専
大
の
魅
力
を
大
い

に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
話

す
。

　
自
身
の
経
験
を
基
に
創
業

セ
ミ
ナ
ー
で
講
師
も
務
め

る
。「
何
歳
に
な
っ
て
も
や

れ
ば
で
き
る
。
今
年
の
入
学

式
で
日
髙
理
事
長
が
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
大
学
か

ら
は
偏
差
値
教
育
か
ら
解
放

さ
れ
る
。
学
歴
に
縛
ら
れ
な

い
で
懸
命
に
学
び
、
自
信
を

持
っ
て
夢
を
描
い
て
ほ
し

い
」
と
学
生
に
エ
ー
ル
を
送

る
。

　
３
年
間
育
友
会
活
動
に
携

わ
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
の

は
、
大
学
の
こ
と
を
、
そ
こ

に
通
っ
て
い
る
わ
が
子
以
上

に
知
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
。
保
護
者
同
士
、
温
か
な

友
情
を
育
む
こ
と
も
で
き

た
。「
育
友
会
員
同
士
で
つ

な
が
り
、
活
発
に
活
動
し
て

い
る
と
ま
ず
親
が
大
学
を
好

き
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
子

ど
も
た
ち
も
も
っ
と
大
学
が

好
き
に
な
る
の
で
は
。
毎
年

夏
に
開
催
す
る
支
部
懇
談
会

は
大
学
を
知
り
、
好
き
に
な

る
い
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
参

加
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か

け
る
。

　
川
崎
市
在
住
。
52
歳
。

育友会　新会長

東
と う

平
ひ ら

 豊
ゆ た

三
み

さん

専
大
の
魅
力
伝
え
た
い

育
友
会
定
期
総
会
を
開
催

２
０
１
７
年
度

事

業

計

画


